
〈吉見

い
し
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
乙
れ
よ
り
先
、
昭
和
五
十

一一一昨

π丸
か
ら
、
平
壇
市
役
記
山
職
H
H

間

で
は
朝
日
典
必
一
し
辞
品
目
申
し
合
わ
せ
を

し
、
現
在
川
知
一
討
の
う
ち
に
償
宵
化
し

τ

い
ま
す
。
申
し
合
わ
せ
で
は
、
持
典
の

翻
は
話
器
と
す

YEい
う
ζ

と

で
、
「
早
壇
市
世
市
川
崎
口
山
田
申
し
合

わ
せ
に
よ
主
門
出
…
唱
し
を
法
成
い
た
し

ま
す
」
の
ゴ
ム
出
企
押
し
て
設
な
を
凶

け
、
と
A
M
押
開
札
の
ハ
ガ
キ
〕
枚
を
い

た
だ
い
て
く
る
戸
ほ
で
す
。
二
千
入
者

超
え
る
踊
れ
駄
に
も
な
る
と
、
多
い
人

は

5
m山
川
白
お
返
し
の
心
配
も
品
現
と

な
り
、

ιつ
い
つ
た
交
際
は
お
討
廷
叫
い
問
街出

平
塚
出
冠
川
納
問
剖
押
押
摂
問
出
誕
品
化
批
巡
協
吋
議
崎
と
の
V

咋
訴
円
品
山
し
九
口
川
い
が
純
け
ら
れ
、
す
で
に
を
雨
街
川
ぷ
に
す
る
@
再
山
典
刊
返
し
を
酔
返
索
に
し
よ
1う
フ
と
い
う

ιιiとか冶るり
h叩
叩
し
合

A合
同
(
附
肝
引
臼
一
邸
A

《日白戸げ長北)は、出刊氏出の吋汚叫附}川誤一説品化
fぷ

賠
叩
耕
押
祭
拭
祭
日
の
間
紫
化
を
は
か
る

Fr《

εを口視山割円引小や、々
各祭口詰品拍相日印川体のむ

Hμ同
を
山
〈
九
虫
副
め
ら
れ
た
の
て
す
。
以
内
で
は
、
厚
木
・
伊
勢
原
ム
間
延

的
に
、
閉
利
五
十
四
年
十
二
月
に
設
立
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
固
ま
た
、
只
体
的
に
は
、
通
夜
の
も
て
な
し
は
同
市
唱
で
的
お
化
述
駒
が
推
巡
さ
れ
て

さ
れ
ま
し
た
。

ζ
の
協
議
A
M

由
梢
崎
市
自
述
で
は
、
五
+
一
♂
一
作
梓
に
ア
ン
ケ
お
茶
葉
子
将
位
で
、
世
人
を
し
の
ん
で
い
ま
す
固
と
れ
ら
の
市
で
は
「
罫
典
返

は
、
①
科
地
区
間
治
会
巡
路
協
議
合
の

i
ト
混
在
も
行
っ
て
お
り
、

C
の
時
め
い
た
だ
く
と
い
う
ζ
と
で
あ
り
、
ま
し
を
廃
止
」
と
い
う
こ
と
壱
す
が
、
平

会
長
∞
平
境
市
新
生
活
組
助
悦
必
協
調
行
は
、
口
治
会
の
迎
行
状
況
な
ど
が
だ
、
一
般
会
持
者
は
、
誠
む
の
泥
ず
る
塚
市
の
朗
人
刊
は
又
葬
者
の
怒
川
で
辞

議
会
の
企
以
①
平
塚
市
生
活
学
校
述
主
と
い
う
C
と
で
し
た
が
、
冠
府
郭
摂
科
昨
ほ
の
朽
典
(
一
千
内
科
限
)
で
、
冊
目
沼
」
と
い
う
と
ζ

ろ
に
恐
い
が
あ
り
ま

絡
会
の
正
問
会
比
四
平
域
市
ほ
税
ク
に
山
ず
る
措
つ
か
の
間
H

問
に
叶
間
山
内
興
一
揖
し
を
辞
泡
す
る
、
と
い
う
ζ

と
か
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
品
上
司
待
L
定
押
さ

一
フ
フ
迎
舶
会
の
虫
日
比
⑤
品
平
塚
市
地
域
市
」
と
し
た
も
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
ら
約
め
て
い
ζ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
の

間
人
間
悼
必
縮
会
の
会
長
⑤
平
塚
市
で
、
大
山
ト
は
、
「
間
前
の
う
え
実
行
に
乙
の
た
め
、
持
典
返
し
酢
辺
の
印
刷
が
巡
蜘
と
し
て
叫
気
よ
〈
進
め
る
ζ
と
が

社
人
同
制
祉
協
調
会
白
人
M
長
⑦
科
地
区
事
す
」
乙
と
r
J
R
ん
で
い
る
己
と
が
わ
さ
れ
て
い
る
丙
典
袋
〈
十
円
〉
も
、
す
大
切
で
す
。

公
民
間
長
な
ど
、
各
市
民
げ
体
唱
の
民
か
っ
た
モ
ぎ
つ
で
す
包
さ
b
に
仙
沼
を
出
で
に
各
巾
的
自
約
八
日
目
以
唱
L
配
布
さ
れ
醐
盟
輯
酷
嵩
朝
高
畠
軍
櫛
閣
軍
略

を
も
っ
て
制
撤
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
て
年
一
庁
、
A
7
q
は
冠
制
持
続
の
て
い
ま
す
の
て
詩
型
踊
い
た
い
融
開

f
i線
開
弘
田
滋

乙
の
協
調
合
の
設
立
ま
で
に
は
、
平
開
設
化
に
つ
い
て
だ
け
議
室
%
弛
し
も
の
で
す
。
融

-e抽
出
町
議
郎
両
線

塚
市
自
治
会
述
紡
協
議
合
(
平
'H迎
・
た
中
で
は
、
や
は
り
出
紫
化
へ
の
関
心
器
禁
問
紫
化
霊
協
去
に
事

i器
鎗
時
誼
語
録
語
語
腕
器
量

野
口
一
郎
会
長
)
と
、
平
境
問
新
作
よ
践
の
深
さ
が
、
間
帥
と
は
わ
世
て
き
た
と
い
加
い
た
だ
い
て
い
る
各
間
体
の
み
な
さ
折
肝
班
長
に
つ
れ
て
佐
治
虫
般
に
車

迎
面
持
北
協
議
会
〈
神
間
キ
ヨ
会
長
〉
う
乙
と
君
ず
。
ん
は
、
非
開
な
鼎
認
を
も
っ
て
あ
た
っ
芳
と
ぜ
い
た
く
な
風
潮
が
出
て
き
て
お

私
夜
、
珍
田

3
z
i
w九
B
F
m
置
な
軍
軍
吉
岡
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
己
的
防
法
化
巡
動
り
、
出
波
長
の
型
ゼ
も
ζ
れ
は
変
わ

凶

減

副

館

託

料

打

開

担

問

九

回

ら

ず

、

冠

制

押

燃

の

デ

ラ

ッ

ク

ス

化

が

撃

し

詩

草

ま

叩

豊

富

て

控

軌

道

に

乗

芸

に

は

、

同

と

い

っ

て

4
3

ヵ

号

j

i

t

-

-

:

網

d

艇
化
し
て
い
ま
す
。

も
市
民
の
刀
々
の
な
間
前
と
と
協
引
が
身

モ
ζ
で
、
野
口
会
長
に
い
ろ
い
ろ
う

L
議
議
題

9
1

だ
れ
も
が
も
っ
と
的
素
化
を
、
あ
る

主

義

畿

輔

溺

常

必

演

で

あ

り

、

主

量

動

と

し

て

し

か

が

っ

て

み

ま

し

た

。

込

韓

精

轟

九

九

っ

く

2取
り
組
ん
で
い
〈
ζ

と
と
し
い
去
を
き
た
ら
よ
い
と
思
っ
て

員

票

望

化

問

題

を

と

り

あ

鱗

盟

議

e
j
J
同

て

い

ま

す

。

い

て

も

、

い

毛

主

と

な

る

と

な

か

げ

た

の

は

、

盟

主

主

主

要

4
ヲ
p

d

F

な
か
で
き
か
ね
る
の
が
裂
で
は
な
い

議
輔
僻
論
争
}

J

J

で

隻

切
か
あ
っ
た
乙
と
が
き
っ
か
け
で
、
ち
鱒

i

(

賢

3て
初

葱

欝

議

機

譲

事

選

で

し

ょ

う

か

。

ょ
う
ど
自
治
会
の
設
状
況
雪
中
心
選
議
欝
験
設
験
競
騨
封
麟
鰐
駐
輪
勝
股
鰐
滋
鶴
市
民
巡
副
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る

に
し
た

7
5
1ト
を
計
闘
し
て
い
た

4
義

務

純

1

欝

融

罷

轄

櫛

期

総

喜

一

っ

と

っ

て

み

て

も

、

豊

田

も

の
で
、
乙
れ
に
合
わ
せ
て
調
夜
を
し
た
を
か
け
て
よ
う
や
と
市
民
巡
酌
の
絡
に

2

1自
2
2
2
2
1
3自
首

i
て
な
し
、
摂
般
、
花
輪
、
開
典
の
館
、

わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、
簡
素
化
へ
の
つ
く
E
P訟
で
む
き
た
ζ

と
は
う
れ
し
い
今
皆
の
迎
副
の
進
め
方
と
し
て
は
、
明
典
返
し
、
籾
せ
き
と
一
般
会
郭
者
、

要
望
は
非
M
に
前
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
己
と
で
す
。
町
内
自
各
企
業
へ
も
協
力
を
叫
び
か
け
業
者
間
偶
、
土
地
古
来
の
民
問
、
日
本

し
た
む
滋
樹
磁
機
輔
盟
態
様
醒
離
器
掴
掛
銅
た
り
、
県
自
治
八
時
国
連
結
協
議
会
な
ど
へ
人
の
心
的
、
祭
教
な
ど
の
国
等
に
、
む

ま
た
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
差
益
欝
閥
抗
麓
韓
髄
綴
も
間
き
か
け
、
的
市
町
で
も
と
り
あ
げ
ず
か
し
く
葬
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

需
議
雲
主
接
続
で
お
間
観
昨
鎧
鞠
輯
齢
制
総
て
も
争
え
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
己
記
か
ら
「
遣
の
も
て
な
し
の
慌

題
在
と
わ
あ
げ
、
大
い
に
研
究
を
し
て
量
盟
裂
騒
騒
語
鑓
轄
怨
露
首
語
鱒
ま
や
J
4
1は
、
郡
部
だ
け
で
な
く
怨
柑
素
化
」
、
「
持
典
一
卑
し
の
辞
退
」
の
ニ

お
ら
れ
た
の
で
、
モ
れ
で
は
一
日
刊
に
話
さ
ら
に
、
間
沼
化
的
内
持
は
、
他
市
の
閉
ま
で
も
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
な
点
を
と
り
出
げ
、
自
主
的
「
品
卦
生
え
た

し
合
い
の
推
認
を
し
よ
う
と
い
う

ιと
の
刻
現
や
何
回
も
の
お
し
白
い
の
巾
か
れ
ば
よ
い
と
一
以
っ
て
い
ま
す
。
市
民
迎
闘
を
、
平
塚
の
ま
ち
宇
一
一
体
に
根

で
抽
め
た
の
で
す
。
し
か
し
接
持
な
的
色
、
で
き
る
ζ
と
か

b
和
め
て
い
ζ
う
協
話
会
の
名
計
八
門
会
に
は
旧
民
に
な
づ
か
し
て
い
く
た
め

ιは
、
市
岡
山
み
な

題
を
古
ん
で
い
る
白
で
、
遅
々
と
し
て
と
い
う
結
A

酬
を
引
て
、
今
回
は
訓
抑
制
川
町
っ
て
ち
ら
っ
て
い
ま
す
し
、
行
政
刊
に
さ
ん
の
良
紙
と
涜
気
を
持
っ
て
自
書
加

進
ま
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
長
い
間
山
阿
部
を
と
り
あ
げ
、
①
通
夜
の
も
て
な
し
も
い
ろ
い
ろ
と
パ
ッ
ク
ア
ァ
プ
を
お
聴
か
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

マ
単
市
に
冠
婚
非
祭
の
間
議
化
現
制
が
主
立
文
手
し
ゃ
，
」
。
己
れ
は
行
政
か
b
の
押
し
許
せ
で
な
く
、
市
民
の
自

今
一
的
な
読
と
し
て
ま
れ
た
も
の
で
す
a

八
バ
じ
け
に
話
山
川
姶
ず
か
ら
り
一
一
…
十
人
の
一
山
空
間
M

て
、
雲
市

冠
時
掛

m
m涼
化
供
出
端
よ
品
川
山
川
市
の
動
労
A
M
M
川
で
山
川
部
さ
れ
詐
U
た。

ζ
り
大
会
で
は
、
沼
続
押
炉
の
品
川
知
化
的
光

現
に
は
、
市
川
凶
み
な
さ
ん
の
と
協
h
H
と
と
代
川
だ
小
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
大
会
一
川
一
日
と
し
て
、
由
通

夜
の
も
て
な
し
か
%
向
潔
に
す
る
冊
}
般
企
耕
再
は
、
円
山
円
点
し
を
辞
泌
す
る
と
の
ご
点
に
つ
い
て
市
民
の
み

な
さ
ん
に
髪
一
亡
、
市
民
連
動
の
輸
を
広
マ
ふ
っ
と
吋
び
か
け
て
い
ま
す
a

i;iiiiidfiiiiiiif今薄弱麓誼iiiiii
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マ
引
且
m
H
拙
れ
由
山
間
る
秋
白
は
、

E
フ
イ
パ
ー
に
と
っ
て
も
回
世
捻
盟
。
今
日
ヰ
は
資
鴻
事
故
に
よ
ゐ
努
拐
別
加
4

ム

マ
者
品
。
六
万
米
滋
慌
で
、
四
千
五
十
九
人
と
、
昨
年
同
期
に
民
ベ
百
一
一
一
十
一
一
一
人
〈
一
一
一
・
四
割
〉
色
町
出
3

手
L

い

ム

マ

売

モ

C
で
、
今
時
も
「
ん
i
ん
を
守
っ
て
ゆ
っ
〈
M
U
定
る
つ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
為
月
二
十
一
日
が
U

A

V

九
月
一
一
一
十
け
渓
で
百
十
日
間
、
秋
m
Z交
[
治
安
全
通
耐
酬
が
く
り
ひ
ろ
げ
《
悼
れ
る
.
特
に
今
回
は
、
マ
マ
さ
ん
の
:
ム

マ
ミ
ニ
バ
イ
ク
パ
レ
ー
ド
と
カ
l
プ
主
フ
ー
な
ど
の
交
通
安
辛
施
設
の
総
点
棋
を
汗
う
。

今
回
の
川
崎
耐
酬
の
鼠
苫
同
組
擦
は
、
①
安
一
ら
議
ば
れ
た
お
母
さ
ん
方
五
名
ず
つ
が
一
一
方
、

ζ
の
迎
曲
則
的
巾
に
、
失
必

品
麹
転
の
随
時
、
特
に
鵡
採
巡
転
の
紡
一
審
加
し
て
、
議
第
畿
や
交
通
安
全
協
会
一
安
八
中
回
開
会
支
部
口
や
指
潟
民
、
そ
れ
リ
L

止
、
@
揖
行
者
、
特
に
老
人
と
字
供
の
一
の
み
な
さ
ん
と
一
精
九
交
必
安
全
育
設
一
宍
通
安
全
協
会
掃
人
部
の
協
力
に
よ

交
通
事
故
鮎
止
、
③
自
転
申
お
よ
び
鼠
一
を
す
る
。
そ
し

τ、
安
八
中
誕
手
品
期
間
企
一

b
、
受
通
安
全
属
殺
の
安
全
川
棋
を
行

動
機
っ
き
自
転
車
的
安
企
制
加
の
促
進
一
堂
開
い
て
、
ミ
ニ
パ
イ
ク
の
仕
業
点
検
一
う
a

ま
ず
、
力
!
プ
ミ
ヨ
ー
が
判
れ
て

由
一
一
策
を
あ
ぽ
て
い
る
。
…
を
し
た
あ
と
、
市
内
在
八
幡
・
神
間
二
い
る
も
自
は
情
掃
、
器
識
や
伝
号
な
ど

な
か
で
も
、
子
供
と
お
年
山
向
。
の
交
一
中
原
コ
i
xと
、
金
問
・
問
師
・
金
目
一
が
樹
木
な
と
L
よ
り
込
与
、
い
も
の
は

通
事
故
が

ι自
と
ζ
る
目
立
っ
て
お
hu
一
コ
ー
ス
、
旭
a

花
水
・
浴
コ
1
ス
由
一
一
二
木
を
弱
っ
た
り
、
方
向
が
惑
い
も
の
は

今
回
の
通
説
で
も
、

ζ
の
事
故
防
止
が
一
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
パ
ト
カ
ー
控
先
一
正
し
い
方
自
L
附
け
る
な
ど
、
安
宅
地

箆
点
と
な
っ
て
い
る
。
一
頭
に
お
母
吉
ん
ガ
が
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ニ
パ
一
設
を
帯
円
以
検
す
る
。
み
な
さ
ん
も
刀
!

と
ζ

ろ
号
、
交
通
安
全
巡
動
を
綴
り
一
イ
ク
に
乗
っ
て
、
安
全
辿
紙
碑
も
う
の
一
プ
主
フ
ー
が
俄
録
し
た
り
、
汚
れ
て
日
明

あ
げ
る
た
め
に
、
交
通
安
八
虫
週
間
の
拍
一
パ
レ
ー
ド
苦
行
う
。
一
に
く
い
も
り
を
見
か
け
た
ら
、
市
受
巡

ま
る
前
沼
の
九
月
二
十
島
、
ミ
ニ
パ
イ
一
乙
れ
は
、
最
返
増
え
て
い
る
ミ
ニ
パ
一
安
全
課
に
連
結
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
問
中
、
子
科
や
お
印
時
り
な
E
交
迦
菊
一
る
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
市

u

〈通一

ク
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
。

7
ク

事

裁

を

防

ぐ

た

め

長

う

も

の

一

一

重

立

た

め

、

ス

ピ

ー

ド

過

日

比

率

一

ル

ー

ル

官

官

、

安

全

通

艇

に

心

が

け

一

⑧

⑨

⑧

⑨

⑧

浅

草

、

敢

行

寄

与

竺

時

一

一

一

一

雫

乗

る

人

装

車

転

に

十

分

喜

一

厳

し

い

取

り

締

ま

り

を

一

行

定

量

抑

護

、

警

護

な

ど

一

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

た

だ

い

ま

議

十
分
、
霊
安
全
翼
手
一
毒
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
・
一
な
お
、
平
害
警
語
、
掛
川
一
舵
し
く
泌
反
の
取
り
制
ま
り
を
F同

化

す

一

一

日

月

訪

日

市

役

所

ホ

ihN
で

i

一

一

会

は

開

会

中

i
i
i
i
i
J利
引

引

け

の

し

惑

の

道

へ

の

第

一

歩

一

取

引

叫

r
M
H一
諮

問

諮

問

均

約

一

九

塁

側

5
5
2

J

h

y

一
が
ね
ら
い
五
警
は
、
す
で
に
中
以
一
家
出
少
年
の
発
見
に
協
力
を
一
て
弘
前
や
一
室
主
君
主
主
め
一
長
引
車
な
ど
、
そ
れ
に
市
主
広
一
九
日
ま
で
閉
山
か
れ
て
い
る

a

回

一

白

講

師

化

肉

体

〈

代

表

石

川

州

止

太

郎

一

一

に

、

行

政

相

掛

制

ぽ

が

あ

る

。

奇

計

一

報

酬

制

や

地

執

づ

く

り

訟

な

ど

、

関

係

各

一

今

回

提

出

さ

れ

て

い

る

の

は

、

一

般

一
5
を
つ
く
り
、

ζ
の

計

別

室

め

る

一

九

品

、

一

年

主

じ

て

少

年

宗

一

き

た

い

。

一

も

、

ζ
の
制
度
の
立
世
間
る
た
め
、
石
出
出
し
て
、
露
み
な
さ
ん
の
悠
一
害
補
正
予
華
字
八
縦
揺
で
、
懸

市
中

L
Lを
翠

喜

一

鏑

担

率

え

て

い

る

・

一

川

忠

告

出

。

一

m

芸
不
明
の
入
手
一
五
十
一
一
日
〈
日
)
主
主
主
〉
一
見
な
ど
高
〈

Eに
な
っ
て
い
る
。
寄
っ
た

Z
2
2
5

3
1
f宅
j
r河
一

植

訟

に

滋

ば

れ

た

語

、

ク

ス

ノ

キ

一

己

最

、

話

市

の

露

呈

，

一

ま

で

の

一

関

「

行

政

相

談

理

一

ぜ

ひ

、

室

長

望

。

一

世

塁

手

間

百

万

円

支

神

地

震

一
だ
が
、
い
つ
の
尽
き
去
の
京
市
一
車
誌
の
ゆ
る
み
苦
か
ら
、
事
ぐ
一
み
な
さ
ん
の
む
禁
容
身
近
な
人
四
一
が
聞
か
れ
る
。
一
マ
呂
時
十
月
十
一
一
一
日

g
午
前
土
計
画
さ
れ
て
い
る
東
部
制
芸
館
の
設

一
雪
量
雲
し
よ
う
と
左
京
一
宮
高
と
し
て
す
ば
ら
し
い
樹
林
聖
一
草
議
ぎ
ら
い
、
出
る
い
は
空
間
な
か
に
、
存
立
が
わ
か
ら
ず
、
一
裂
川
行
政
総
括
語
、

c
Z一
時
か
ら
午
接
持
塁
。
一
事
長
一
千
五
山
万
円
室
、
手

掛
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ふ
る
言
の
き
一
還
す
き
と
だ
雪
。
五
不
利
な
ど
が
以
内
で
誌
に
き
も
一
「
あ
の
人
は

2ζ
に
い
る
の
だ
ろ
一
問
中
行
政
梨
古
車
心
に
し
た
同
一
マ
掛
厳
密
所
市
長
1
ル
一
一
露
五
千
一
一
百
九
十
一
討
が
計
上
さ
れ

一

れ

れ

託

行

川

持

山

一

秋

季

開

塑

設

一

d
rした
と
き
は

L
U仁
川

U
M日
間

rμ日
一
・

1の
「

n
M行
政
如
意
」
を
一
に
川
町
民
同
諮
問

γ語
て

い

れ

ら

の

ま

の

日

程

次

空

間

品

作

者

主

れ

だ

一

化

教

室

開

く

一

見

す

る

お

に

も

す

〈

叫

す

の

議

官

」

と

、

2

3

1

5

2
で
も
相
践
に
応
じ
て
い
る
a

一
お
り

E

地

「

ふ

る

Eの
謀

」

ぎ

り

は

や

一

一

カ

、

Z
E
M出
世

し

て

い

た

だ

一

る

万

は

な

い

だ

る

よ

?

あ

描

一

円

高

相

官

〕

一

マ

品

目

白

g
去

翌

日

g

b

苦

境

内

主

翌

日

品

持

民

総

一

事

需

品

の

一

環

主

と

し

て

賢

め

て

第

一

一

芳

明

、

芸

一

一

マ

9
5日
主
主
滋
一
一
一
一
日
g

押

ま

っ

て

慰

う

踊

号

、

第

芸

品

一

自

転

に

制

し

み

、

害

行

て

て

い

広

島

時

e

官

制

壁

一

マ

9
月
日
臼
き
芸
書
目
白

闘

っ

た

掛

聖

号

、

南

一

が

十

↓

宮

内

っ

一

〈

た

め

に

必

建

築

の

誌

や

相

場

拝

読

書

島

義

路

一

マ

9

月

四

日

富

喜

望

日

H

h

山

事

木

の

葉

空

襲

、

住

民

の

み

な

一

助

パ

葬

お

う

と

「

間

十

一

議

化

数

百

」

旬

以

助

山

下

君

i
一
一
二
八
七
一
マ
9
月
n
g
(月
〉
教
育
民
主
長
会

計

吉

ん

が

誌

で

総

え

、

行

て

品

。

石

川

〈

・

一

会

主

五

三

幻

七

一

一

二

五

一

タ

環

境

以

室

長

保

定

ま

ら

十

庁

聞

に

、

罪

一

か

一

マ

ロ

時

十

月

一

一

一

十

口

容

器

九

雌

和

夫

醐

搬

出

!

の

七

一

一

δ
一

マ

9

月

百

審

議

書

百

合

品
所
を
逝
均
十
か
所
を
つ
く
る
か
削
で
一
時
一
一
一
十
分
1
士

一

時

ま

で

。

…

師

太

一

制

平

塚

出

一

九

ιニ
ク

部

市

砲

撃

世

良

虫

剤

君

。

一

足

掛

博

物

語

立

久

保

判

治

読

む

れ

i
ニ
問
丸
一
一
一
一
マ
9
月
百
(
バ
)
表
選
終
日

日

空

母

に

決

ま

っ

た

市

以

地

一

抵

の

同

一

マ

申

し

込

み

誌

は

習

に

、

仲

間

所

一

な

お

、

本

人

口

苦

情

聴

さ

わ

世

た

い

方

醐

華

社

境

内

は

、

広

高

千

平

車

、

一

氏

ま

間

若

者

記

入

片

「

平

恥

登

記

相

談

日

一

は

、

器

禁

話

μ
へ
お
い
で
い
た

の
現
在
一
言
語
樹
木
が
あ
る
.
樹
齢
百
訂
詰
強
調
平
準
策
E
J
f
L

一
だ
き
た
い
。
盟
で
明
暗
吉
れ
た
い
万

壮

年

前

後

の

ク

ス

ノ

キ

一

実

力

ヤ

一

本

了

」

へ

中

し

込

み

を

。

誇

川

引

の

変

更

で

す

一

は

、

あ

ら

か

じ

め

議

会

話

へ

お

氾

同

需

の

定

型

指

定

書

れ

て

い

る

も

一

五

一

玉

川

宅

た

だ

し

、

官

許

袋

一

議

日

行

っ

て

い

る

登

一

幸

@

r

自
由
、
か
ん
は
つ
で
ヒ
ノ
キ
な
ど
約
百
一
行
名
に
な
り
し
だ
い
納
め
回
る
u

十
け
は

mHに
あ
た
る
た

ミ
ラ

i

イ
バ
一
日
に
川
明
訓
一
円
が
災
捕
さ
れ
川
市
の
状
山
山
ぞ
航
行
的
JLは
射
し
て
、

る。

ζ
の
訓
円
は
、
抗
日
九
日
世
づ
い
て
川
や
地
万
公
仲
片
山
川
体
の
行
一
又
行
政
↓
品
脳

れ
わ
れ
み
同
の
以
も
は
本
的
な
統
計
刊
山
町
刷
、
民
間
企
一
望
的
制
円
分
析
、
中
校
教

科
ハ
で
、
大
正
丸
町
の
第
一
刷
訓
合
以
来
行
£
な
ζ
あ
ら
ゆ
ゐ
部
門
の
的
必
な

誌
作
む
と
に
災
胤
さ
れ
て
お
り
、
今
同
法
拠
出
M

料
と
な
る
。

は
あ
第
十

5
4
3

川
け
に
当
た
4
.

本
市
で
も
、
市
型
科
長
一

F
ニ

川
掛
刷
仰
汽
は
、
我
が
川
に

υん
で
い
円
余
刊
の
訓
引
け
に
よ
り
、
す
べ
て
の

る
す
べ
て
の
人
か
一
対
独
と
し
て
、
一
人
刊
市
炉
問
刷
任
語
れ
0
.

訓
川
町
八
が
お
州

の
も
れ
も
な
〈
例
川
町
し
、
人
什
お
よ
び
い
ず
ろ
の
で
、
ザ
ぴ
、
台
協
力
を
。

市

民

繍

談

窓

お

l
一
一
一
一
内
線
二
九
三

中
人
栂
占
樟
栂
践
す
月
凶
百
円
火
v
、日制月
7
日
〈
穴
U

。
行
政
苦
情
相
談
「
ね
時
i
花
時

全

般

浩

樺

護

費

2
邑
〈
否
、
背
H
日

S

予
約
制
(
常
務
官
も
可
〉
、
日
時
i
m時

。
宅
地
返
物
栂
日
制

9
R
H
H
(京
〉
日
出
町
i
同
時

認
知
(
箔
襲
、
も
さ

。
賛
同
問
栂
談
判
山
月
9川
口
〈
京
〉
ね
時
i
随
時

。
住
宅
指
紋

9
月
四
日
ハ
火
)
、
口
時
i
v均時

。
下
鵠
取
引
巡
鹿
島
っ
せ
ん
栂
談

9
R
M日
(
木
〉
お
時
ぬ
分

一

1
6時

一

O
定
例
年
金
指
談
ぬ
珂
9
臼
(
京
〉

9
時
間
刊
分
j
時
時

一
中
一
般
市
民
相
談
毎
趨
月
水
木
金
閣
百
、

9
時
i
m時

一
〈
V
A鐙
生
議
潜
鋭
毎
週
水
阻
日
、
初
僻
j
刊何時

一

O
発
明
考
案
特
許
相
制
問
問
月
6
8
ハ
汚
)
叩
時
i
持出吋

お気軽にご利用を
車
問
少
年
議
怨

i
一
一
一
一
内
線
五
六

0

0
青
少
年
相
談
符
μ
(
9時
i
刊
四
時
ぬ
分
〉

た
定
し
、
土
描
け
は
日
時
ま
で

福

祉

会

館

お

i
二一一一一向一一町一

。
省
主
義
一
協
調
バ
附
u
H
(
協
定
を
歩
、
〉
日
時
i
お
時

。
母
乎
相
談
似
巡
汀
よ
市
川
畑
け
9
時
1
刊
日
時
均
分

。
調
鹿
児
童
栂
絞
毎
週
け
i
合
附
川
口
9
時
3
お
待

。
高
盤
台
聴
講
栂
談
時
け
9
時
均
分
i
M桜

4
L
附
H
は
ロ
時
ま
で

泉
市
合
同
相
談

9
バ
お
け
信
〉
お
時
1
m時

平
塚
駅
北
口
烹
品
川
YMパ
ス
の
巾
で
一
相
談
を
受
け
る
。



中校教7守口、4こよ右太子Y自認刊を55η一3)]以降

車業した力および56'!'3 JJまでに卒業7る見

込みの7.i"
・算期人員 !日名程度

学校教育U、による高労学問以上を串JI1し、-('~::
f誌のnmを有するプJおよび56年 3月までに町

格控1目的見込みの方で、 55什10J]1 unJ(Eií:I~ 

23，(官以下由方。
・事韓人担、。苦干名

年4受敷商法によ;(，大学の咋門課れりた55勾 3!J

且出子革~したゴ5および56勾 3 1Jまでに革主主ナ
る見込み四万.

帯購入員 惹干名

学校教育法による大学のVHIlJ1i!唱ねを5511'3 J1 

J;J岬卒業した方および出年 3月までに卒業ナ

る見込みの方。

・再軍人員 若干名

学校教育法4こよる高等学十刻以上を革主し、滋

探放射拙技師のIせ術者有する方で、 10)ヲ1日

現在35歳以下の男子。 、

民放射翻技師に限り受け付けは 9j-120日まで

骨受験申込書の謂京と問い合わせ

平塩市企図臼11職伺課人事J目当地話23-1111内組321

⑥受け付け期間

9月16日から27日まで。受け付げ-/!'111邸主、日間丹、祭IJを除

く午前81時30分から午後5時 E土明日は正午〉まで.

八
月
土
ハ

q
L起
き
た
静
岡
駅
前
地

下
回
居
街
の
ガ
ス
蝿
苑
の
よ
う
な
大
災

留
を
未
開
に
妨
む
↑
&
?
と
、
平
塚
市
消
防

本
部
は
、
東
京
ガ
不
服
沢
蛍
禁
所
平
境

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ィ
シ
ョ
ジ
の
協
力
炉
得

て
、
地
下
に
散
食
g
h
z
持
つ
中
間
間
ピ
ル

十
一
一
件
を
対
象
に
、
都
市
ガ
ス
事
故
紡

診療放射線
技 吉市

日亙豆日
9月29B(月〉

東中原

市営住宅集会所

諏訪町

領訪慰金館

割問澗践f式市役所!臣室の11惑の癒口で行っています

9時 半

~1匝英字半

1l時

~12時



① 
岡

敬! [金団地区1
~ i 16尽くゾO 組下千須谷・

千坪白内宮治会

長i17日ぽ〉 太田自治虫
188 (木〉 真田東部，真問

西部自治晶

19日 C金〉 北久保・中久保自

治 晶

"" i 20日 E土〉 大久探島治金

需j畑山晋輔自治虫

E土盤地ぼ1
218 (京〉 ム惣綴惣額分自

拍畠

25日 E木〉 大照子分自治虫

26臼 E金〉 大寺分自治会

n吉沢地語l:l

27日〈土〉 上吉沢自治会

29尽〈月〉 中古沢・下吉沢

近所に迷感な遊びはやめよう。

清潔に、大きなごみは持ち縁ろう。

犬の遊ばせ方や7'/の処還にご注意を。
総当 都市軍事輔部公閣縁地縁

百沢公民館

前原公民館

公m自治会館

ふじみ野集金所

海開地区田丁金会館

中原公民館

須賀公民館

四十踊11治国

豊田公民館

横内公民館

掛晶公民館

躍協北金図禽直前

東中原公民館

金田公民館

組公民館

花水公民館

八輯公民館

大野公民館

平盛時鎚m

計量器の定期検査
9月初日 C;k) 0中央縫臨時崎支IJf

ク ⑮中央牒協金ft1支所

10月 1[1 (JJ() 中先政協中政支iJi
10月 2n (;t:) く〉主制斗公氏館

タ ⑮差是白公民館

10月 3日〈金〉 金思公民館

10月 6む E月〉 中央J員協組5'Z.ffr
10)] 7 EI~ 8日 早嵐競輪場

1OJ19日〈木〉 神間公民館

10刀131](月〉 湖南行政セン点

10) 114U (:JG 松原公民館

10月訪日~16ß !l!士見公民館

10月1711(金〉 花水公民間1
10Jl20日仁丹〉 中央操協四之宮支Jo

10月2Hl~24目 見sH台体宵皇宮

。日持立 9時半~11日与半、や印は、 1311時

~15時。モ自他の会場は 9時半~1関与ま

で。

土出公民館

i芸土l¥l公民舘

耳耳石町公闘

万国公民館副

岡崎公民館

なでしこ会館

中原公民館

須賀公民館

松原公民館

事前月見町公滋

大神高木神社

田村八坂神社

徳延神社

金自公民館

北高j観音主主揖内

諏訪卸会館

金田公民館

組公民館

花瓦公民盟

八輔公民館

大野公民館

平塩館縫所

水
木
土
月
火
水
木
金
土
月
火
水
木
金
土
月
火
水
木
金
火
木

10月 8日

夕 9[1

4シ 11日

夕 13日
夕 14f3
y 158 
.v 16日
夕 17日
夕 18臼
~ 20臼

タ 21日

夕 22日
夕 23日
夕 24日
夕 25日
夕 27日
夕 288
4シ 29日
夕 30日
夕 318

11Jヲ4日

夕 6日

楽

し

い

余

綴

と

健

康

増

進

に

一

に

霊

動

か

し

て

い

た

だ

E
E、

一
公
民
館
で
は
今
年
も
「
市
民
体
育
レ
ク

ま
る
「
起
が
弱
け
れ
ば
差
喜
一
駒
ぷ
ケ
な
い
で
す
か
。
あ
な
た
は
ど
了
ェ
i
シ
ョ
系
金
者
協
〈
。
あ
な

で
き
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
竺
主
だ
る
ヨ
一
た
も
枇
の
一
白
昔
、
楽
し
い
余
蹴
活
動

の
筋
肉
と
大
盟
書
共
同
部
。
だ
か
一
十
月
時
尽
力
っ
く
品
襲
竺
と
護
軍
の
た
め
に
、
近
所
ま
な

ら
、
よ
く
辞
意
よ
〈
走
れ
ば
、
脳
が
活
一
月
間
」
、
モ
乙
で
、
市
民
由
み
な
吉
ん
一
さ
ん
と
一
緒
に
番
加
し
ょ
吉
。

き 10月26B(臼〉
雨天由ときは11月 2臼

ところ
く〉鑓宿部門アマチュアで、出品作

品は手作!:l、または不F持品である

ζと.

。パレード ミス七タパレー狩
みζ しパレードなど。

⑫酔方自料偲居邸内に11H)10∞内

@申し込み 9 Yl278までに市民市

;1.!行義員企 (22-2510)か市地域

づく!:l課 (23-1111)へ。

九
人
制
パ
レ

i
平
塚
く
ら
ぶ

地盟主名 静書緩日 金 場 腐 の と き

ιミ 醤 10月 5沼 立鴎中 同 体 育 館

干茜 10月 5日 浴 小間体宵館

松原 10月 5日 松涼ノJ、 10月初日

富士見 10月 58 富事土l¥l小 間体育館

10 水 10月 5日 民活中 10月10臼

なでしζ 10Yl 5 8 なでしとノj、 10月12日
四 之宮 10月初日 大野小 10月12臼

八幡 10Yl128 1¥ 桝書ノj、 10月19日
真土 10月10臼 真土/J¥ 同 体 宵 館

中原 10月 58 中原ノ'j¥ 10月10日
出 鼠 10JJ10日 南原 /j、 1OYl128 
拾が丘 10月12臼 メ ; 野 中 10月19日
事H 回 10月128 荘]模 /j、 問時育館

掛 内1O}，112臼 横内小 間体脊舘

盛 岡 10Jcll08 霊長田小 同体育館

棋島 10月12日 肱晶 /j、 間体腎宣宮

金 自 10月12臼 金百ノJ、 間体育館

みずほ 1OJJ12E1 みずほ小 10月19日
JlI] 間 10JJ12臼 山誠中 101'119日
j出 ic 10月128 主自 /j、 10Yl19日
金 問 10月108 金 a /J、 10月12日
rrrd 師 lOJc11211 Ift'd崎ノト 同体腎宣宮

ゴコ bl 10FJ108 1二回 /J、 10fJ!2日

ヱヨ 沢 IOTllOEl 吉沢/れ 10汀128



誰でも自由に利用できる。曲目はパス

ケット、バレー、パ付ミY トン、卓球目

パ Rミントン、点王>Q)ラケット、シャトノレ、

;-)ミーんは岳間持母とするの

雪月29日(丹〕午後 1時~号待

10月13B(毘〉か

10月27お〈月)グ

なお、連動<-フ E上ば苦3と運動ので量

る綴甚で事加するζ と@

火力ず出たらポヤのうちに一一一高浜高校生徒の消火E鞭

市民のために一時もはやく 水選管後i日割隅

マ
事
加
担
一
万
む
千
円
(
宿
泊
問
、

おEl I規格 i小売l吉

合成洗剤 I1. 66k9入 I 697円
砂納!上自 1堵 I284内
サラダ市1I 700fJ I 310門
小麦掛 I 1 kg I 187PJ 
しょう明 11 !入 I269丹

トイレの 165m4個 i叩 e m
l._t l{白紙! 八 I .~~.. 

fJ正問|悶 1∞fJ I 162f~ 
)l'1 肉 I10間入 I 215["1 
プロパン 1 10ば 14，880F'J 
灯 油 I18 A配主主 11.517PJ 

洗剤の知識 t:::')l-ダー〈助酎〉 ζ れだけで

はiYeう力はないが、 ιれを加えることによ担

苦ti争力在地強ずる鋤きをもっている。例えば

防災OBO9月 1日、開i南海車公長関空企揚に、約 6千人11'接加して、

県 市合同の防災訓練が行われた。予想される東海加認では、市内応約

5，600人の死傷者が出るといわれている。市では、被害在少しでも減ら

そうと防災体制を競え、市民のみなさんと}絡に防災訓臨空行った。 ζ

れを機会こ妻家庭や隣lJ近所で、また、職場で地実につψて話し合い、い

ざというときに落ち若いて行動できるよう心がけていただきたい。

5，600人の廿が人聖教うのは 臼赤などによる底捜救護書欄 消防・塁審察合同による高層建物救出君!練

自
白一一一

り
く〉とき草月238(祭〕
午前7時~午後2時仁雨天28B)

く〉ところ 潟務;務来(篤入JII)
0申し込み所定の申込曹にaa:入しω

内白釣具留またはポ}ト盾へ。

慌ただし、中学生以下は、時謎者間伴か

同怠111カ'M、E要。

り

0と き 10fl12B(日〉
午前 6時~12時 C荒天19自〉

oところ 王子壌，毎縁
。申し込み m定。申込君事に記入して市

問自釣貝皆へ申し込む。

平壌市観光協金〈市期工課内〉



ム~ん司、文学~~~

ソロモYの初宝 荒 巻 醤 脱

線路恐培技人事件 患と峨司昭

L尼搭m 西村静行

孤剣J1J，G、持 RFl抄 勝沢mJ平

日公日間w羽事件 北川 健

臨時 吉村点iij

試の下の暗い館 小松左京

ιn奴コ死刑 笹沢友保

天白志願 fk¥111 欣悦

三郎兵問自主E 山手樹一郎

また-H 田中小';lミ/".

奇妙な，j寸涜 111問主?彦

かろうと物附 {袋詰器{珂

絞朗 加:lii:持三

よみがえる苧Cii'i 郷 静子

i♀H括 L江jH ヌH子

~~社会開宇・その他一一~

世;円四時刻担クイズ 揚f立副長三

子どもが~まれる本 小林桁r![~

不ヰさ戸ヵ、オ~7うミるオミ !JI~J録~ ..(J.I円

否定誌で.iuる 松 本 j昌弘

NllKI'"ほ訂ιの陰謀 大 f11 j}'¥平

日抑:i1;誌の三 1''1脱宇 佐 制 -T.;?: 

人伎はj立胸だ !?!{JJlf=日付"子

阿佐竹山首"駒泊 戸崎 撤

日本凶の本 摂 取三 箱

x:;l掛 戦組史 観 ffl 五郎

銑;藍の科学 丸 山 ι
ノ\イプJ ヨ企いしんぼう;=;~ 三宅艶子

~~日軍酷生活一一~.

1/史Mの幻HL( 天賦%{日

夜訳語白獄図と酷し主i 事 I'~均 事 奴

袋ものいろいろ オ&!11韮沙子

はじめての型染め 7河原林長則子

日?JJ晶'IO科 割 問怯喜与子

国劇世間など新しいフィノレム7河湾入

，:'d霊を見る会「秋の援護と裳['!lJ
駄の忌践と、その中に散らばる主主雲や星回1

を組酷しよう。

ー ícl時 10月 11 日〈土〉午按 6時~8時四

・申し込み 9 fJ30日までに技復はがきで博

物館へa

盆定員 30人。.Lê，~碍多数のときは抽せん。

女体験シリース「紙をすこうJ
日本古来由手す吉，[11紙を自分の守とですいて

みよう。

・臼i碍 10月初日〈日〉午前官時30分~午後

3時まで。

・申し込み 10丹1513までに往復はがきで博

物館へ。

・定員 25人。iG算多数のと吉は抽せんで。

・嘗加問 400円 g 封料代として。

・出格 ただし、ノJマ幹絞5年生以上。

会密然観察会大磁の秋を訪ねて
・とき 10月 5臼 (8)雨天中止

・コース 大 磯 町 悶 府 本 郷 付 近

・申し込み 9月2513までに往復はがきで、

博物書官へ申し込む。多い主昌合は封1せん~30人
*博物館干254平塚市浅河田Jl2-41
7亙話31-0415

とができる。前日以前のもむは、 2控室にある

ので職員に申し出ていただきたい。

掘昂防長は、毎日は昭和46年 1月から、日経

読売は同年 4月から揃えている.明日は、明

治21年 7月の創刊以来全部役、地方版はf召和

23部 12月から 3階白書考室にマイクロフィノレ

ムで部えている@

雑誌は 3階力9/'ターの横に雑誌コーナ}

があ 'D、総合雑誌、文芸雑誌、そして次むよ

うな雑誌も合めて 114誌ある。

常聾と料理、住宅酒報、ベピ}エイジ、毎

日ライフ、モーターフ 7:;/、山と渓谷など白

主語JiTr号以外は借Uられるのでむ利用を@

合本を浩組るには
・住所を証明できるもむを見せていただげれ

ば、モの崩ですぐ利用捧 4故を発行するa

利用券 l枚で図書1冊、 1度に 41開まで、

2週間皆!Jられる。

また開館時間

@貸出笈、墓参考筆、学調笠 9 時~1日時5日分

li{体み中に市内中学生が自由研究

した社会斜と理制む羽o"研究の成

果を展示し、ー出依訂作品については

九研究発表を行う。

"Cども'" 13時~l田谷町〕分亡臼胞は 9 時〉
合体関白 毎週月陥fl、月末、祝臼、 9月15
日ひね、 9AI6El(ゾく〉 仁9FJ15f.lの振替

え休日〉、 9H23臼仁火〉、 10月 10日〈金〉

合図藷龍干254謹関町12-41電話31-0415

女ふるさとの民謡教室パート直
斑北地万の都町、唄;;t:中Jむに

10l'J 3 臼 ~12月 25 日まで白毎週金崎日午後

6時30分から 8時30分。 10月10日除〈。

青年一般20人を封謀。

すやさしい
慈閣からしっ~，幻覚えよう

"10月 48~56年 3 月 48 までの毎月第ト
第 2、第3式二曜日、午後2時から 3時30分

'小学校 3・4年 生20人を対象。

会鷲毒事のワー)~ ~ガ-1 l' 
知ってお吉たいテープルマナーノ

" 10月 7日〈火〉午揖字時から 9時まで。

・会費3，001日丹、資年30人を:<1室長。

・会場ホテノレ玉勉強

出慢しものの申し込みは、電話またはお気凝

に来館を。

合体舘日 毎週月曜白、雪月168(ソ0 、23

尽く火〉、 10汚11臼 C土〉

カ南沙年会館 繁童話32-7029浅郷町12-41



公民館'y~託金[IJ公民館

9R犯行〈金コ保'11JH":;占」

3Jl 6臼〈金〉路公民館、問中央捜

協こし沢支所、紡内D!h由民金JD
3月13口〈金〉大野公民館、市民t:

ンタ}、民豊田公民館

31120臼 C金〉保{印I!Y貞一

仁協の地181よ来年9月の予定〉

帯電 1歳までの赤ちゃλならどなた

でも受けられる。 ns，w踏ま 9時 30分か

ら1∞寺30分、母子総E足手"Tll'"持事j

る。

陸軍 9月由自認

9 J /18丹 大野公民的

9 JJ25けや!Irui~t色舟1

額 55年度後期の包稜

。偶数月

会 主語 10月 12月

二!:h{ゑミ日ニ品 21.1 411 

弘司DセYター 1311 8 I1 

{~'え内 iヨ 1)出現品湯 91.1 11f1 
~YJIJ生与l止自在1 161.1 1811 

)Ui;.~L~吊 2 lL1 2311 

0耳数月

凸 1品 11J'l 1汚 3月

ぜfìJ~公Lc.atl 611 811 5U 
市役所B会議案 1011 1211 911 

<i~ I J乏a己(111 1311 1611 1211 

大W公民館 2011 2211 1911 

神川公対立Ii 2711 2911 2611 

月
行
什
け
H
H
H

2
5
7
2
9
4
 

'
a
z
R
，

も

唱

A
T
A
q
J
M

1刀 6円 54'1'7 Fl1 日 ~10H 主主

1 JIl311 We7 nllll~201IéÞ. 

1 JJ2DII 54叩 7n2111~31H ，Ë 

2 n 3 11 54'1' 8 月 l lJ ~10 Il él'
2 JJlOII 54'ド 8JJllll~20 1.l !r
2 JJl7日 54年 8fi21[1 ~31 日住

3 JJ 311 54年百万 111~101H

3JJlO!1 541ド9rJl 111~'2011 とと
3JJ1711 54'1'9)12lU ~301'1往

ヵ

に史けあ。なお、'll1JVIぞ早めに受

けて、部 2JVIもなるべく 4宮までに

終了すみようにしていただきたい。

[10月3

1 n (7)() rl椋止とi史的、余白卦I己
如、 *1"桝jj企¥1巳fl((

2 [1 (木〉 抑111公民館、出金111公

L\';郎、 *1り冶公L~nn

3 U (令) WW!-l?:ンタ}

28口仁グO 市民巳Yタ一、旭公民

的、民'1'央11君臨6二七沢支

Hi 
29r1 (/)()入!~f公民間、紅白内1，/1地

!J~0i時、 *'.!'JI !J公民間
以似ゼY夕日

~韓霧器諺
令 'IIJ設fi~fffiHr Ci"'B'S832-0130コ
轄J!，Jí 9r ・平担rÁ~u.nl:fÎ'

纏!f)，'N1iJ. 13!昨---l<1!J1fまで

[3か月見縫診}
101 J 3 II(金)55'1'6 JJ 1 日 ~1011生

10) 11711(合)5判 6) ]1 111~201111'

10) J2411C合)5判命 6 J1 2111~301111 ，

[3歳児鍵診}
lOJJ 2 11仁木)52'1'8J.J11]~101111 

10) JlGI IC木)52'!'8 ) Jllll ~20 11ノl'

10) 12311(;+:)52'1' 8) J2111~31 1.1!立

緩慢(，JIL'PlIH 午後 11切から 21市

盤企切保証lH2ンター

輯持参ヲるもの 母子i牡げ;n主咋見、県

弘日111只

10)11611 54年 4月生

11J11311 54'1'5JJ!I' 
121'l1111 54'戸61l主1
1) J221 1 54'ド7J1ノR

2) J10f J 54(ド8)111' 

3! nnl 54
'
1' 9 Jlli' 

ノ1'1主<10かnから12か)]l、仰の品ミち

ゃん7うf受ける。ι，1~. <わしいζ とは

平器保鎚所におたずねを。

露額夫.j~rí 1思春日~~Ilに f~IJ1 2 iJ}) Jを系官

泊して72か)1:1ミ制の?初日。化後18か

))から367)，)jOIIllに受ける自が一昨

よい。

韓民間刀法例用1m冊。!l;Ui'1として

cl，:!flU、で受ける。

罷 :N<i注加料

題J"，'j参すあものほ子líl!EJFrqJj~、保

田;):，拓也

出1\';-1.: ンター、 JlD公L~

m、同l'史佼f品七百4メピ
Df 

271J c;t:) 大型F公民館、初内向i地

:U~:~町、*'，ι/1 11公i切担
保W1ゼYタ}

3011 (本〉

[JJ月1

2611 (オて〉

2811 (告〉

112月1

2111 (ノ')() HJl己l'ンノィー、 JUIタa己

的、 *1!l :k. f~之宮u 自\~ど
JJr 

25r1 C木〉 大 i昨日以前1、航内III地

似 合i句、限引/lTI公!止iil1

-('-1~üli'lと:131" 2Gf! ((:)) 

[1月}

2811 Cオ()

盤的魚群 法師、う I1 トこ(JII~ 3かJJを抑

制して、 18i)¥}J>Uíl~の;jl，ýJj t\.~~ U，il~ 

1811') 涼しf仁ヤ、う色に 2HOIIWII 

oず長ぜゐ〕 なお、 !H'[，f[1の)111山

でけられなかった入は、お 4j，~詰未

(rl ，'，it:くら~lt らえ L ?:)~ 

lQJJ 8 Elく水〉市民l?:/'ター、油公

i己f相対jl'J.!;/}I!.明 i沢支所

10) j 9!J (_/幻二人野公民間、討伐111
公民的、納付[.11丸山会開

10) 1151 1 (氷)Ijl以山氏郎、金!I公

i己的》夜間的公L¥¥tnl、制限合

間:

10!l1GIl仁木〉や!l[fl公民館、混合11I

公1\':f!í:、出帆1:11Ý~I(.fln

10)]1711 (く5リc!'飽 1，ジター

〈ひ11けは攻nの予〉巳〉

ゎμ] ブ ~iAh している。受けやすい金

町宮'';{:ttTいただ手きたい。

調的 1M， 31QJ受ける

判取れ河(24か)])から 4伐 (48

か)])までの幼~n~ なお、般l'f!lllll務

は 21"13Hとも 3迎11甘から 8;r到111

盟 問2期 1lC!受ける
実j昌之 市 110μつ3[<，111が終わって

7うhら Ilf以 u年 6か)]以内のWIf日}

十
殺
を
溺
ぎ
F
F
H》

γ口
、
乳
民
の

楠
秒
老
年
一
部
か
ら
二
阿
は
受
け

る
よ
う
ド
レ
辛
フ
。

マ
日
川
氏
を
せ
ず
バ
ラ
ン
ス
の
よ
れ

ー
カ
ン
初
泣
月
せ

叶

1
H
最
終
在
。

川
九
バ
は
ガ

y
m
Hバ
問
。
刀
ン
マ
ガ
ン
仁
な
っ
た
人
が
料
放
に
あ

サ
に
よ
ゐ
死
亡
は
、

2mA白
川
刷
る
川
公
川
は
、
念
入
り
仁
崎
務
者
。

U

吊
中
死
亡
に
次
い
で
い
あ
が
、
将
マ
州
は
政
治
安
な
い
よ
フ
に
。

…
ー
な
第
一
位
そ
4
1
め
ゐ
と
と
が
予
マ
た
は
C
は
一
日
小
木
以
内
に
。

1

必

吉

れ

る

。

マ

山

内

や

品

川

の

杭

き
ζ

げ
は
な
ゐ
ベ

ガ
ン
は
、
初
川
桁
状
が
ほ
と
ん
〈
減
け
よ
フ
。

ど
な
ぐ
、
十
政
令
泊
マ
ハ
山
崎
行
色
、
制
札
料
は
少
な
く

女
性
は
一
一
一
マ
小
札
は
M
H批
も

5.

。其車問 10月 1 笥 ~31 目

。目標額 1ι000，自OOf弓

く〉とき 9 Jl28B (釘〉雨天巾JI

。集会午前10待欠ノ上人道機南側

〈科奈'i'パス大衆野駅行欠ノ上パス停下車〉

コス熊野神社大衆院一選瀬康←箆n神社天

然防-')'J!J草寺Lー抄f'l苛-:1二5j~，瓦右上

・持替するもの 弁当、水筒、!I枝告で重参加。

0$し込み参加持費lよ怯、ヨrJ22E1(金〉までに

倦胞で役会教行部1文化rn~，0Æ偽仁常務23-1111

内純528)へ申し込みをa 先母60人a

共倒募金iこご協力ください

ιの共同時金は、みλなの心と手で1X;11¥JtJ会結

lJtJlJj設の設備や拡充のほか福祉に欠ける人びとを

銀泥ずる持金約即jです。

地区の協力ぬの方がお仰いします。とま協力布留1

いします。

判明き111奴j引可苦手令市奴:>ins



相
韻
伐
は
、
弁
楼
土
質
以
唯
光
誌
。

梧
望
者
は
、
前
日
uま
で
に
俗
語
乏
松

篠
弘
岡
山
鰐
〈
婚
約
れ
上
ハ
一
八
六
〉

へ
申
主
主
。

…
教
会
始
の
詠
進
教

門

vh相
組

出

閤

V
時
料
品
油
開
間
隔
削
①
自
作
の
放
で
一
人

一
両
日
と
す
る
。
未
発
読
む
も
の
a

②

用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
離
で
自
慢

@
病
気
帯
で
密
持
す
る
ζ

と
が
で
き

な
い
調
合
は
、
他
人
が
代
醸
し
て
も

差
し
っ
か
え
な
い
が
、
そ
の
知
山
在

添
え
る
。
@
開
式
は
、
半
紙
在
一
一
つ

折
り
に
し
、
仰
い
て
有
半
郊
に
お
刑
制

と
紙
、
な
ま
照
に
郵
便
帯
丹
、
住
所

民
名
〈
ふ
り
が
な
〉
、
位
浮
月
目
、

職
業
主
樺
〈
。

マ
締
め
切
D
十
月
十
一
門
口

マ
申
し
込
み
「
-
T
郎
東
京
都
千
代

沼
町
出
千
代
間
山
一
喬
一
号
宮
内
庁
」

へ
.
な
お
、
封
筒
ι
詠
巡
歌
と
密

ノ、九
月
二
十
七
日
〔
土
)
午
醗
一
時

か
ら
一
間
潟
セ
ン
タ
ー
で
、
平
塚
市
戦

没
者
e
戦
災
殉
難
者
慰
銭
安
官
仔

ぅ
。
治
牒
町
方
は
と
努
列
を
。

限
甘
ほ
、
川
市
人
台
戦
関
前
者
お

よ
び
叫
刷
出
羽
田
飢
直
接
な
ど
の
方
々
を

対
鋭
に
、
線
給
や
巡
牒
年
金
な
u
h
L

つ
い
て
巡
凶
相
談
な
仔
う
の
で
、
お

気
侭
に
な
相
判
酬
を
。

マ
臼
時
狩
バ
8
日
(
木
〉
午
前
却

時
か
b
午
控
4
時
ま
で
。

マ
瑚
所
ザ
域
合
同
行
合

約
山
本
部
百
は
、
分
間
庁
内
の
関

守
禁
参
犯
し
て
い
る
。

マ
分
間
庁
古
制
川
紡

mm升
同
庁
舎

円v
述
栴
先
制
川
弘
本
部
庶
布
部
庶
務

時
〈
低
記
幻
!
日
一
一
一
一
問
。
)
へ
。

お
山
間
信
広
土
間
関
問
融
関
へ
謹
書
さ
れ

る
方
の
一
た
鈴
仏
山
、
邸
時
の
パ
ス
侍
留

所
を
融
け
る

ιと
に
な
っ
た
。

マ
初
出
川

9
月
初
日
か
ら
お
8
ま
で

マ
パ
ス
仲
泊
所
名
称
鐙
図
入
口

マ
乗
り
場
駅
花
口
パ
ス
停
泊
出
所
八

務
総
小
沢
鰐
経
由
上
井
の
口
行
、
ま

た
は
、
ニ
訴
州
井
の
口
経
由
大
翠
野

訳
行
〈
料
品
拡
大
人
二
百
五
十
円
、
小

人
百
三
十
月
〉

行
人
の
日
刊
訂
本
を
あ
な
た
の
干
で

作
っ
て
ほ
し
い
。
平
堵
バ
訳
語
十
字

府
中
什
は
で
は
、
点
訳
柄
閉
会
を
卯
〈

の
で
事
加
者
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

マ
惜
別
相
会

9
月
初
日
か
ら
一
批
判
山
火

問
日
四
回
、
午
按
一
時
i
一一一時まで

マ
場
所
平
塚
市
初
祉
協
会
館

マ
申
・
し
込
み
平
理
点
訳
語
十
字
車

仕
切
〈
む
話
お
一
一
一
}
一
一
エ
一
ニ
〉
へ
。

事
裁
所
は
、
従
業
口
に
対
し
て
勾

}
限
定
期
に
結
桔
館
市
出
諺
断
を
実
施

し
そ
の
内
容
を
保
他
所
に
報
告
す
る

先
日
、
平
依
と
念
日
川

の
サ
イ
夕
刊
J

ン
グ
コ

i
ス

を
定
U
ま
し
だ
そ
由
時
平
庇
日
間

+
寝
に
プ
タ
ク
主
を
見
つ
け
、
花
粉

事

ん

霊

祭

事

主

主

語

っ

て
い
手
主
知
ほ
ん
と
主
で
し
ょ
う

か
。
〈
一
キ
務
よ
り
〉

io--in

平
警
告
も
、
外

一

リ

3
二
問
問
が
り
日
本
に
入
っ
て

一
来
た
い
わ
ゆ
る
「
熔
化
植
物
」
が
善

一
〈
生
T

え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
人
間

一
枠
務
に
や
っ
か
い
な
影
欝
室
?
え
て
、

一
い
る
も
の
に
、
ブ
タ
ク
サ
正
オ
オ
プ

一
一
点
ク
す
が
あ
D
ま
す
e

口

ζ
れ
ら
は
、
開
酬
が
花
耕
を
溜
ぷ
植

一
一
物
な
の
で
、
大
摂
の
花
掛
か
」
笠
宮
問
中

一
一
に
ま
禽
事
や
同
そ
れ
が
花
掛
ア
レ

一
一
ん
ギ
ー
の
康
問
と
な
る
か
ら
で
す
。

サクタブオオるれらみ坤の白金4
0
 

翼写

ど
ち
ら
田
町
燃
も
、
九
月
む
ろ
に
日
開
白
土
山
JM夜
中
心
に
広
が
っ
て
き
て
い

と
渋
色
の
は
芸
~
な
い
穂
む
よ
ち
芯
ま
す
が
、
人
家
の
側
の
も
の
は
抜
い

あ
垂
咲
か
ぜ
ま
す
。
ブ
タ
ク
サ
は
全
て
し
ま
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
a

市
内
に
、
オ
イ
A

ブ
タ
ク
サ
は
金
制
川

A
博
物
館
V

持
世
間
が
あ
る
。
的
診
歩
叉
肺
し
た
ら

必
ず
保
問
所
に
報
告
を
。

訴
し
く
は
、
平
境
桜
川
叫
所
川
体
制
叫
予

防
相
州
〈
地
話
幻
!
O
一
一
一
一
O
〉
へ
。

不
問
問
口
聞
の
邸
売
会

町
四
植
山
約
問
者
由
良
で
は
、
次
の

間

Mmで
不
川
川
河
田
郎
亮
由
主
行
う
。

マ
出
品
物
受
け
付
け

9
刀
認
呂

(
木
〉
、
間
H
〈
金
)

マ
即
応
会

9
月
初
日
(
土
)
、
幻

自
(
口
〉
午
前
川
同
時
か
ら
午
櫨
4
附

マ
A
M
崩
椀
昭
六
前
ホ
ー
ル

併
し
く
は
、
消
役
者
の
合
脳
会
長

〈
地
認
計
五
九
一
一
一
一
一
〉
へ
。一一

初
祉
凶
の
オ
!
プ
ニ
ジ
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
、

ωH凡

5
臼
(
臼
〉

午
後
l
時
初
日
か
ら
3
時
初
日
刀
ま
で

揖
行
者
出
入
問
団
で
保
打
開
削
の
保
母
さ
ん

が
、
人
形
劇
や
ゲ
1
ム
を
し
て
、
み

な
さ
ん
と
一
誌
に
淑
ぷ
。
戸
語
、
み

ん
な
で
害
加
し
よ
う
。

マ
合
脳
級
制
崩
行
問
、
太
閤
神
戸

銀
行
問
、
銀
陀
泊
り
パ
ス
仲
間
a

愛
護
作
品
写
真
展
一

小
川
約
神
明
川
H

宝
引
判
川
校
闘
訓
円
月
間

宮
記
念
し
て
、
柄
引
X
M山
制
神
間
弱

者
建
設
的
日
仏
ワ
口
肢
が
聞
く
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
一
皮
む
覧
在
。

マ
刻
印

9
バ
お
日
(
木
〉

l
n臼

(
日
〉
ま
で
。
午
前
閉
山
時
i
午
陵
6

時
ま
で
。

V
A印
刷
抑
制
デ
パ

i
L六
階

イ
ン
ド
シ
ナ
離
日
出
野
砕
は
、
み
な

夫
ヤ
ん
の
ね
か
い
む
陥
山
に
よ
り
、
間

万
九
十
八
山
口
《
ま
り
、
財
団
法
人
仲

宗
川
即
同
際
交
流
協
合
L
法
品
川
し

た。
あ
り
が
と
う
わ
さ
い
ま
し
た
。

-也な
占守き、、
吋祉L 、
~ 去、、
《令? 、
ミミミ、
-さ苫、、

一

、、
一ミ、、

一

企、、、

一

合
忌、、
s 、、、
e 、
号、、、
一

支

i 村井弦斎の
包
お

~ ijX誌は三向凶器国務のf哲学.lif'j 般入下女続本、松スJJ、刑務と木、女
ピ g

3鮪f百1範村井捕の長努として、文久 i 道謀、去子.J!l肉料理二百開及家
、
~ 3年 (863)12月18日銀牌におい : 庇繋l'1li虫、英文l!ANA、容劇関
誌 i

5て生まれた。名は党、はじめ猪本 ; 木間滋灘、阿古i習〈英訳〉、台所

5のちijX.?ilfと号した。 治宝記、文市、党J世議続縦〈特の
、
~ ~璽日応 3 年 (867) 家族と共にrr 巻~司令の巻、 4巻〉、食選議開srl
" 3戸に移目、 n苦と戦いながら勉学 j 滋清夫人の料理?談 (3紛〉、開入
、
きする。弱治18年仁1885)張関に滋 ; 及男子の事考(恋愛鋭、夫婦の愛
ヨミ

3学したが、ほfL!婦によって灼悶し ! !宵耕〉、小笠、現完宅金持者必携、

5間22年報知新開社長矢野培茂の知 4 沖土宗金持者必携、弦E苛式断食俊
民 。

言i盟企揮て間社の客員となIフ、傍G ; 法、難病の、治療法。
会 合

き文学を串稲田大学のI)íl身東京~1"JfI!J ζ のように、sZfo育の哲f下はiilH1i， 
i学校に学び、同23年処女作「小説 ! ;J、説にはじま由、料理，保録文学

5室主Jを報知l新担習に発設してi立のE主 i ともいうべ告ものに移っている o

X ι  

き自を浴び、モ¢後、大正にき在るま i可近畿と題するものがさ多いか、
文 I

Sで小説矧}木を次々に発現した。 その約百では決してな〈、 ff窓は

3 その著書陪を年代田』訊問すると i すべて f替の兜jの1判こ記す f持。
長 ほiま次自むとくである。 金作らばt空港に認するものを作る
交 白

S 紀文大尽、近江頭入、桜の御所 i ぺし、小説を縮まば当に人心を高
父 宮

5 主主主主誠、写真筒、替の兜、粉河 i ふするものを綴むべしjに徹した

5桜、血の浪、小獄、小弓御所、鷲 ! ものである。女滋楽は洋食のつく

Eの羽成、神の小局、日の出向〈主主 ! t方の紹介と見るベ書で、当時と
3ι  

3 架り~---朝日の巻、 13初、fIlij~培 j しては翻JVJtl'1なものである。 、

ミ入、新輔芸者、;Jj繰太郎、笑草事時 i そして、それぞれそ¢時代を背
対 弓

ミ害事i幻突入、鐙の鼠、 11輔大刻、風 i 景にして、絶大な人気を認めてい

3船緑、田J塁王者、桑の号、沼揺E霊感 i た. r滋F聖の山毒事J r摂ほの教J
2ミ，

ま評伝 E第 1綴~第3線コ、老公が肝1 などと建在した r;丘江軍人Jの 1館。
~ 11昔、増大符語韓関、童書一筋、渡栄の船 j は畏〈人の心に食い入っていた。
ミ

伝暫鳩、夜の嵐、大樹良、溜遊楽 (文繋 白井弘〉掠おたず拍{式市

食道芸道仁容の巻~寺の革委、 4場) 史綴さん綴へ (3ト-ll42的。

〈
敬
称
略
)

wv
社
会
捕
祉
へ
・
眠
京
五
領
ヶ
台
拘

校
人
静
醐
ク
ラ
プ
八
千
七
百
八
十

九
月
、
七
夕
ま
つ
り
冊
聞
大
町
一
間

五
十
方
円
、

T
Y
問
「
円
、
既
名

一
一
一
千
円
、
大
久
保
識
移
六
千
円
、

ふ
じ
み
野
ほ
税
ク
ラ
ブ
一
万
円
、

既
名
一
千
円
、
リ
ブ
メ

l
ム
か
た

つ
む
り
二
万
円
、
摘
内
凶
地
自
治

会

ν生
部
一
万
六
千
一
一
一
百
八
十
五

円
、
山
口
平
八
二

T川
口
、
相
模
湾

子
二
千
円
、
松
が
行
ふ
中
校
二

千
一
一
自
主
ハ
川
、
間
的
地
区
一
内
野

金
八
万
七
沼
ν十
九
川
、
平
郡
伊

志
五
千
山
口
、
閉
山
名
一
万
円
、
応

R
M
八
郎
二
千
内
、
一
市
民
二
千

円
、
間
出
一
千
円
、
杉
崎
武
夫

六
百
二
十
汽
円
、
神
間
山
百
一
三
雄
八

百
二
十
万
円
、
収
口
学
一
千
円
、

久
尚
治
一
千
五
百
八
土
ハ
円
、
給

制
ス
ズ
一
一
一
千
円
、
な
で
し
こ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
四
千
六
一
日
十
五
円
、
一
ニ

袈
樹
脂
好
関
制
合
一
ニ
万
円
。

w
v
交
通
遺
児
へ
e

間
間
同
ベ
イ
y
ト
オ

l
ナ
!
ク
一
一
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10月ヰ日 (こ色) 10月11臼 〔二七〉
9 .日日 予11ff1公民百 9; 00 松原公i己舟1
9 : 25 大野公民自 9: 20 mf't公i己翌日
9 : 50 n:111公民自1 9: 40 花木公民館
10; 10 項削;)，公L¥';f!n 10: 00 7fT:!:兄公民自1
10; 30 0111公l¥:trn 10: 30 中原公民的
10; 50 問路公I'C問1 10: 55 1l.!J 公民間1
11;10 金臼公1'Clill 11; 15 吉沢公民煎

。巡回日号室 91l16r1C火)1関寺-15時三菱樹

脂(株〉平車工溺/9月1711(オ()1α時-15時
11i'!l市体(開)/9Jl21日 C口)1日時..._.15硲 北

向観音堂〈凶之宮地主主自治会) .紅谷町尉車場J'l{J
E平塚口ータ}アクトクラブ)/宮lJ2311(火〉

1臼出-15時 紅おHlrマクドナノレド平揖lliniJ(平塚

なでしζ ライオンズクラブ)/9月25臼〈木)10 
1防-1日昨 Fてイロットプレジジョン〈株)/911 
27 日 (jつ lC 時~15時検出日;mモ』ター(揖〉

(自動車労連時{労*混n島区)/9J守28日(8)10 
時-151予 紅谷町罫E市府郎仁平壇ライガンズクラ

ブ)/9月3013(火)1問手-15時平田重工f株〉

京社/1OJ14日仁土)10!l寺-15時拙印公LIefI官(掠
路地区自治会)/10月 5日〈日) 1臨時~15時金目

小学4空疋邸玄関市)(金白地区自治会)/10月 8日

〈京) 1(]lJ!j~1211与 日本クヨヲンコノレク〈概〉

13時-15時〈株〉三興製作所

10月 2 日 ~6 日
午前1∞与から午後 6f待まで

Oところ梅慶喜滋縫し物場

。催し物国民年金、ポラジティプ、子供の

相談コ}ナ}、無料血圧間!担宣と傑鑓相談、

ピヂオ放映、施設在望賞者の作品如苑

平燦市1土全ネ菌祉協活韓金

き。と

ご協力あむがとうごぢいました

開成地区間治合41末、松原地区自治虫42京、平

絃合同庁舎28木、三共〈揖〉平塚工封;¥108本、潟

地区間治会857位、 平塚市役所 173木、 共央工繁

〈時)68本、授街地区自治虫61:;$:，
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